
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

家庭学習習慣の形成
★自主学習ノートを活用した家庭学習
の推進

学校アンケート（生徒用）「宿題以外に家庭学習を行っている。」
各種学習調査の結果

昨年度と比べ３％以上向上すればA,変動
が上下３％以内B，３％以上下がればC

年度末

読解力の向上
読書や授業を通しての読解力の向上
（書く力の向上）

全国学力・学習状況調査，チャレンジテストの分析
分析の結果で向上が見られればA,昨年と
同程度であればB，昨年より低下であれば
C

年度末

自ら考えて正しい行動ができ
る生徒の育成

指導の場面では，生徒に考えさせる，
生徒リーダーの育成。

・学校アンケート（生徒用）
(12)私は「いじめは絶対に許されることではない」と考えている。(13)
私は社会のマナー（ポイ捨てをしない等）や交通ルールを守ってい
る。(14)私は「学校のきまり」に違反して，先生に注意されることはな
い。
・年間の校内暴力件数０を目指す。

昨年度と比べ３％以上向上すればA,変
動が上下３％以内B，３％以上下がれ
ばC

年度末

生徒理解の徹底と信頼関係
の構築

行事の取り組みの中で信頼関係の構築を
目指す。
生徒の気持ちを丁寧に聞き取り，生徒個々
の立場を十分配慮した指導を徹底する。

・学校アンケート（生徒用）
(30)行事を取り組むことでクラスがまとまると思う。
(31)自分のことを理解しようとしてくれる先生がいる。
・校内暴力件数
年間の校内暴力件数０を目指す。

学校アンケートの2項目で
70％以上であればA，そうでなければ
B，

年度末

不登校の効果的な支援

心の教室を活用し，長欠生の登校日数を
増加させる。
教育支援教室やフリースクール等を活用す
る。

・不登校生徒数
毎月報告している不登校状況調査において前年度と比較す
る。

不登校生徒数が前年度を下回ってい
ればA，そうでなければB

年度末

・特別支援教育推進部会を学期に１回以上
行う。

・管理職出席のもと，支援が必要な生徒の
情報交換を学期に１回行う。

校長より(年度末) 学校関係者評価者から(年度末)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

小
中
一
貫

グランドデザインをふまえた段
差解消の取組み

★校区内児童生徒の「総合的な学力」の向
上をめざした連携強化を行う。
★小中相互の授業参観を行い，授業力向
上につなげる。

学校アンケート（生徒用）
(15)中学校に入学し，学習や学校のきまりで「こんなことに
困った」「小学校はこうだったのに」と戸惑いを感じたことはな
い。」

昨年度と比べ３％以上向上すればA,変
動が上下３％以内B，３％以上下がれ
ばC

年度末

支
援
教
育

個に応じた特別支援教育の推
進

会議実施の有無
学校アンケート（教員）
「私は、日々の学校生活において、支援が必要な生徒の支援
方法について意識し行動することができた。」

アンケートは昨年度より上がっている
A、変わらない・下がっているB

年度末

信
頼
関
係
を
基
盤
に
し
た
生
徒
指
導

積
極
的
な
生
徒
指
導

道
徳
教
育

自己を見つめ，物事を多面
的・多角的に考え，自己の生
き方について考える力を養う。

「考え，議論する道徳」に向けた指導・評価
の工夫・改善に取り組む。

・教員の視察によってみられた生徒の成長
・生徒の感想文
・学校アンケート
（教師用）「私は、「道徳」「人権」の授業を通して、生徒の成長を感じ
た。」
（生徒用）私は、「道徳」「人権学習」の授業で学習していることは自
分の考えや生き方に役立ったり、影響を与えていると思う
（保護者用）「お子様にとって、「道徳」「人権学習」の授業で学習して
いることは，自分の考えや生き方に役立ったり、影響を与えているよ
うに思われますか。」

生徒の成長記録の内容

アンケートは昨年度より
上がっているA、
同程度B、
大きく下がっているC

年度末

生徒の成長記録の内容

学校アンケートは昨年度より上がって
いるA、同程度B、大きく下がっているC

年度末豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

人
権
教
育

本物との出会いを大切にし、
多様性を認め合い，自他の尊
重や、自尊感情を高める。

●「ほんものとの出会い」を通した
人権学習による心の育成
●「参加」「体験」など，子どもの発達段階に
応じた指導

・教員の観察や生徒のワークシートによってみられた生徒の成長
・学校アンケート
(教師用)・私は、「生きた教材」「ほんもの」との出会いを通した人権
授業の充実を目指し、学年(チーム)で取り組んだ。・私は、「道徳」
「人権」の授業を通して、生徒の成長を感じた。
(生徒用)・私は、人を傷つけるような言葉を使わないようにしてい
る。・私は、「道徳」「人権学習」の授業で学習していることは、自分の
考えや生き方に役立ったり、影響を与えていると思う。

・授業参観シートの内容
・学校アンケート昨年度分と比べ３％以
上向上すればA,変動が上下３％以内
B，３％以上下がればC

年度末

評価時期
進捗確認
（～10月）

達成状況(年度末)

自己評価 学校関係者評価

確
か
な
学
び

総
合
的
な
学
力
の
育
成

「学びの共同体」を基にした本
校独自の学び合いの創造

●全ての子どもの学びを保障する授業づく
り
●学び合う同僚性のある教師集団の創造

・校内研修
・相互授業参観
・学校アンケート（教師用）
2.「私は，子どもたちが協働的に学び合う授業を実践しようと
した。」3.「私は，ペア・グループ活動など対話を意識した授業
を行っている。」
（生徒用）2.「グループ学習は学びやすいと思う。」

大
項
目

中
項
目

具体目標
具体的な取組

（●重点とする取組　★中学校区での取
組）

判断基準
（評価のものさし）

評価方法

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】
中学校区におけるめざす子ども像
・仲間とともに学びに向かえる子（確かな学び）　・自分のよさを知り、人とつながり協働する子（豊かな心） 　・ゆめの実現に向かって粘り強く取り組み、活力ある生活を送れる子（健やかな体）

堺市立美原中学校

校長　新田　義政

 令和７年度　重点目標
１．「総合的な学力」の育成 （１）「学びの共同体」を基にした本校独自の学び合いの創造  （２）家庭学習習慣の形成  （３）読解力の向上  ２．豊かな心の育成  （１）人権教育の推進  （２）道徳教育の推進  ３．信頼関係を基盤にした生徒指導  （１）自ら考えて正しい行動ができる生徒の育成  （２）生徒理解の徹底と信頼関係の構築　(３)不登校の効果的な支援    ４．特別支援教育の推進　（１）
障害の状況に応じた指導の充実　（２）特別支援委員会の機能の充実　（３）個に応じた特別支援教育の充実　　（４）通級指導教室との連携　（５）自立につながるＩＣＴの活用　　　５．小中一貫連携の取組　（１）授業研修　 （２）家庭生活習慣の改善　　  ６．信頼される教員の育成

確かな学びの現状(全国学力・学習状況調査，チャレンジテストの分析より)
【国語】「読むこと」の得点率は府平均より3ポイント高く、読解の能力は高まっている。ただし、「書くこと」の得点率が依然低い。書く力をつける必要
がある。無回答率０％である設問が7問あり、府平均を上回っている。問題に取り組む意欲が高いので、問題文をよく読む習慣をつけていく。
【英語】読むことに関しては府平均から大きな差がなかったが、聞くこと、書くことはともに低い結果が出た。特に書くことは他の問題と比べても無回
答率が著しく高く、問題の問われていることを理解することもできていないと考えられる。
取り組んできた「読解力」はついている学年もみられる。

豊かな心・健やかな体の現状(全国学力・学習状況調査，チャレンジテストのアンケート結果より)
・朝食を毎日食べている生徒の割合が低かった。また、睡眠に関するアンケート項目についても全国平均を下回り、生活習慣に関する項目では、規則正しい生活リズムの構築に課題がある結果が出ている。自分に合った睡眠時間の確保は、生
活の基本となることを指導していきたい。
・スマートフォンを使用する時間が長く、宿題以外の家庭学習に取り組む時間が短いことを改善していく必要があり、家庭と連携できるように取り組みたい。


